
主催：おおさかATCグリーンエコプラザ実行委員会（大阪市、アジア太平洋トレードセンター㈱、日本経済新聞社）
共催：一般社団法人エコビジネス推進協会, OSAKAゼロカーボン・スマートシティ・ファウンデーション,NPO法人エコデザインネットワーク

おおさかATCグリーンエコプラザ 展示場、セミナールーム会　　場

無料参 加 費会場50名 オンライン80名定　　員

プログラム

講師：藤本専務理事（一般社団法人 エコビジネス推進協会）
〈講演-1〉

〒559-0034 大阪市住之江区南港北2-1-10 ATCビルITM棟11階 おおさかATCグリーンエコプラザ（ecoplaza.gr.jp）

14：10～14：50 COP30（ブラジル・ベレン）の成果と課題

講師：OSAKAゼロカーボン・スマートシティ・ファウンデーション

〈講演-2〉14：10～14：50 SBT取得の重要性と脱炭素ソリューション

講師：大阪府環境農林水産部 脱炭素・エネルギー政策課 おおさかスマートエネルギーセンター

〈講演-3〉15：30～16：00

16：00～16：20

省エネに対する支援制度について

質疑応答・休憩

質疑応答・休憩
16：20～17：00 名刺交換及び参加者交流会

14：50～15：00

近年、世界的なエネルギー需給の変動や地政学的リスクの高
まりを背景に、脱炭素社会の実現に向けた取り組みが加速し
ています。特に、GX（グリーントランスフォーメーション）の推
進は、産業界・自治体・市民社会にとって喫緊の課題となって
おり、国際的な政策連携と地域レベルでの実装が求められて
います。
こうした中、企業や自治体が自らの温室効果ガス排出削減目
標を国際的な科学的根拠に基づいて設定する「SBT
（Science Based Targets）」の認定取得が、持続可能な成
長と信頼性のある気候変動対策の証として注目を集めていま
す。SBTは、投資家や取引先からの評価向上にもつながるほ
か、今後の政策動向や補助制度との親和性も高く、GX戦略の中核を担う重要な要素となりつつあります。
今回のセミナーでは、2025年に開催されたCOP30（ブラジル・ベレン）の成果と課題を振り返りつつ、エネル
ギーの国際情勢やGXの最新動向を踏まえた国内政策の方向性について共有いたします。また、2026年度の
省エネ補助金制度に関する実務的な情報もご紹介し、SBT認定の取得を含む中長期的な脱炭素戦略の立案
や事業展開に役立てていただける内容となっております。

COP30から読み解く企業の勝機
―SBT認定の取得メリットや最新ソリューションの活用―

2月25日（水）
14：00～17：00

2026年

http://www.ecoplaza.gr.jp/seminarの対象セミナーページから
必要事項をご入力のうえ、申込みください。

※お申し込みについて…こちらのセミナーにお申し込みいただくには会員登録が必要です。
　　　　　　　　　　  一度会員登録していただきますと、会員限定セミナー申込時の情報入力の手間が省けます。

ホームページからお申し込みください

https://www.ecoplaza.gr.jp

ATCグリーンエコプラザ大阪市住之江区南港北2-1-10  ITM棟11階
最寄駅：ニュートラム 
　　　  トレードセンター前駅直結


